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2013年度　奈良県立医大　推薦入試問題 (数学)解答

【1】x100を x2¡x+1で割った余りを求めよ．

A x100 を x2¡x+1で割った商を Q(x)，余

りを ax+ bとすると

x100 = (x2 ¡ x+ 1)Q(x) + ax+ b Ý1

x2 ¡ x+ 1 = 0の解を ®とする．

x3+1 = (x+1)(x2¡x+1)より，®は ®3 = ¡1

をみたす虚数である．

1の両辺に x= ®を代入すると，

®100 = a®+ b．

®3 = ¡1より，®100 = ® ¢ (®3)33 = ¡®．

よって，¡® = a®+ b．

(a+ 1)®+ b = 0

®は虚数で，a+ 1，bは実数なので，

a+ 1 = 0，b= 0

よって，a= ¡1，b= 0．
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【2】AB，BC，CD，DAを 4辺とする四角形

ABCD がある．AB = DC かつ AD Í BC で

あることは，四角形 ABCDが平行四辺形であ

るための 　　 条件である．次から 　　 にあ

てはまる適切なものを選べ．

ア．必要であるが十分でない

イ．十分であるが必要でない

ウ．必要十分

エ．必要でも十分でもない

A
AB = DCかつAD Í BCá 四角形ABCDが平行四辺形

は偽である (反例：四角形ABCDが等脚台形)．

四角形ABCDが平行四辺形á AB = DCかつAD Í BC

は真である．したがって，必要条件だが十分条件

でない． (ア)．

�

【3】 x = ¡1 +
p
2iのとき，x4 ¡ 2x2 の値

を求めよ．

A x= ¡1 +
p
2iより，x+ 1 =

p
2i．

(x+ 1)2 = ¡2．x2 + 2x+ 3 = 0．

したがって，2次方程式 x2+2x+3 = 0は x=

¡1 +
p
2iを解にもつ．このとき，x2 = ¡2x¡ 3

なので，

x4 ¡ 2x2

=x2(x2 ¡ 2)

=(¡2x¡ 3)(¡2x¡ 5)

=4x2 + 16x+ 15

=4(¡2x¡ 3) + 16x+ 15

=8x+ 3

=8(¡1 +
B

2i) + 3

=¡ 5 + 8
B

2i

�

Y (x4¡ 2x2)¥ (x2+2x+3)を筆算による

割り算で計算しても良い．そのときの余りが 8x+3

になる．

【4】4ABCにおいて，3辺 BC，CA，ABの

長さを，それぞれ a，b，cとし，ÎA，ÎB，ÎC

の大きさをそれぞれA，B，Cで表すものとす

る．次の等式を満たす4ABCはどのような三

角形であるか答えよ．

b cosC¡ c cosB = a

A b cosC¡ c cosB = aより，

b£ a
2 + b2 ¡ c2

2ab ¡ c£ a
2 + c2 ¡ b2

2ac = a

a2 + b2 ¡ c2

2a ¡
a2 + c2 ¡ b2

2a = a

(a2 + b2 ¡ c2)¡ (a2 + c2 ¡ b2) = 2a2

2b2 ¡ 2c2 = 2a2
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a2 + c2 = b2

したがって，角 Bが 90± である直角三角形である．

�

【5】 次のように分数を並べた数列がある．

1
2
，1
3
，2
3
，1
4
，2
4
，3
4
，1
5
，2
5
，3
5
，4
5
，1
6
，Ý

初項から第 603項までの和を求めよ．

A 次のように群に分ける．

1
2

¯

¯

¯

1
3
，2
3

¯

¯

¯

1
4
，2
4
，3
4

¯

¯

¯

1
5
，2
5
，3
5
，4
5

¯

¯

¯

1
6
，Ý

第 n 群の末項は元の数列の最初から数えて
n(n + 1)
2

番目である．

n = 34のとき，
34(34 + 1)

2
= 595

n = 35のとき，
35(35 + 1)

2
= 630

なので，第 603項は第 35群の 8番目である．

第 n 群に含まれる数の和は

1
n + 1+

2
n + 1+Ý

n
n + 1 =

1
2
n(n + 1)

n + 1 =
n
2

なので，初項から第 603項までの和は，

34
P

k=1

k
2
+ # 1
36
+
2
36
+Ý

8
36
)

=
1
2
34(34 + 1)

2
+
1
36
8(8 + 1)
2

=
595
2
+ 1 =

597
2

�

【6】 りんご，みかん，メロンの 3種類を合わ

せて 10 個選ぶ．このとき，どの種類も少なく

とも 1個以上選び，りんごは 3個以下とする選

び方は何通りあるか答えよ．

A みかんの個数を x，メロンの個数を yとす

る．条件より，x = 1，y = 1．
(i) りんごを 3個とるとき．

x+ y = 7　　 (x = 1，y = 1)

を満たす (x; y)の組を考えればよく，これは 6通

りある．

(ii) りんごを 2個とるとき．

x+ y = 8　　 (x = 1，y = 1)

を満たす (x; y) の組を考えればよく，これは 7

通り．

(iii) りんごを 1個とるとき．

x+ y = 9　　 (x = 1，y = 1)

を満たす (x; y) の組を考えればよく，これは 8

通り．

よって，合計 21通り．

�

【7】 xが 1 5 x 5 eの範囲を動く．このとき
次の関数の最小値を求めよ．

g(x) =
Z 1

0
et ¡ x dt

A et ¡ x= 0となる tは t= logx．

1 5 x 5 eより，0 5 logx 5 1．

O

y

t1

t の関数 y = et ¡ x のグラフは図のようにな

るので，g(x)は上図の斜線部の面積を表している．

g(x) =
Z 1

0
et ¡ x dt

=

Z logx

0
(¡et + x) dt+

Z 1

logx
(et ¡ x) dt

= �¡et + xt•logx0 + �et ¡ xt•1logx
= (¡x+ x logx)¡ (¡1 + 0)

　　　　　　+ (e¡ x)¡ (x¡ x logx)

= 2x logx¡ 3x+ e¡ 1

g0(x) = 2(1 ¢ logx+ x ¢ 1x )¡ 3 = 2 logx¡ 1．

g0(x) = 0となる xは x=
p
eであり，g(x)の

1 5 x 5 eにおける増減は
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x 1 Ý
p
e Ý e

g0(x) ¡ 0 +

g(x) & %

となる．よって，x =
p
eのとき最小となり，そ

のときの最小値は g(
p
e) = ¡2

p
e+ e+ 1．

�

【8】 次の極限値を求めよ．

lim
x!0

ex sin 4x ¡ 1
x log (1 + x)

A

lim
x!0

ex sin 4x ¡ 1
x log (1 + x)

= lim
x!0

T ex sin 4x ¡ 1x sin 4x ¢
x sin 4x

x log (1 + x)
l

=lim
x!0

T ex sin 4x ¡ 1x sin 4x ¢
sin 4x
4x ¢

x
log (1 + x)

¢ 4l
lim
x!0

ex sin 4x ¡ 1
x sin 4x について考える．x sin 4x= tと

おくと，x ¡! 0のとき，t ¡! 0なので，

lim
x!0

ex sin 4x ¡ 1
x sin 4x = lim

t!0

et ¡ 1
t = lim

t!0

et ¡ e0

t¡ 0

lim
t!0

et ¡ e0

t¡ 0 は，y= ex のグラフの x= 0におけ

る接線の傾きを表しているので，1である．

次 に ，lim
x!0

x
log (1 + x)

に つ い て 考 え る ．

log (1 + x) = t とおくと，x = et ¡ 1 であり，

x ¡! 0のとき，t ¡! 0なので，

lim
x!0

x
log (1 + x)

= lim
t!0

et ¡ 1
t = lim

t!0

et ¡ e0

t¡ 0

先ほどと同じ理由により，この極限値は 1である．

また，lim
x!0

sin 4x
4x = 1 であるので，以上より，

求める極限値は 4．

�

【9】 3次方程式 x3 + ax2 + 21x+ 8 = 0 (a

は実数) の解を小さいものから順に ®，̄ ，°と

する．いま，®：¯ = ¯：°が成立するとき，a

の値を求めよ．

A 解と係数の関係よりX®+ ¯+ ° = ¡a®¯+ ¯°+ °®= 21

®¯° = ¡8

® : ¯= ¯ : °より，¯2 = ®°．

®¯°= ¡8より，¯3 = ¡8．　 ∴ ¯= ¡2
よって，それぞれに代入すると，X®+ ° = 2¡ a Ý 1

¡2®¡ 2°+ °®= 21 Ý 2

®°= 4 Ý 3

1，3を 2に代入して，

¡2(2¡ a) + 4 = 21　よって，a = 21
2
．

�

【10】方程式 8x¡(a+4)4x+4(a+1)2x¡4a =

0 (a は実数) の実数解がただ一つとなるよう

な aの範囲を求めよ．

A 2x = tとおく (t > 0)．このとき，

t3 ¡ (a+ 4)t2 + 4(a+ 1)t¡ 4a = 0

(t¡ a)(t2 ¡ 4t+ 4) = 0

(t¡ a)(t¡ 2)2 = 0

t= a，t = 2

よって，ただ一つの実数解になるためには，a= 2

で一致するか，あるいは t = a すなわち 2x = a

が実数解をもたなければよい．そのための条件は

a 5 0．
よって，a= 2，a 5 0

�

【11】 三角形の 3 辺の中点が (¡3; ¡1)，

(0; 3)，(4; 0)であるとき，この三角形の内

接円の半径の長さを求めよ．

A P(¡3; ¡1)，Q(0; 3)，R(4; 0)とおく

と，PQ = 5，QR = 5，RP = 5
p
2となるので，三

角形 PQRは直角二等辺三角形である．

三角形の 3辺の中点を結んでできる三角形が直角

二等辺三角形になるということは，中点連結定理よ

り，もとの三角形も直角二等辺三角形で，その 3辺

の長さは，10，10，10
p
2になる．
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よって，もとの三角形の面積 S は S = 50 であ

り，内接円の半径を rとすると，

50 =
r
2
(10 + 10 + 10

B

2)

r = 100

20 + 10
p
2
=

10

2 +
p
2

�

【12】 大，中，小の 3 つのサイコロを同時に

なげ，大のサイコロの出た目を a，中のサイコ

ロの出た目を b，小のサイコロの出た目を cと

する．このとき，a < b < c となる確率を求

めよ．

A a < b < c となる出る目の組合せは，

6C3 = 20通りなので，求める確率は，
20
63
=
5
54
．

�

【13】放物線 y = x2 と円 (x¡ 3)2+y2 = a

がただ 1点で交わるとき，aの値を求めよ．

A 図より，放物線 y = x2 と円 (x¡ 3)2 +

y2 = aがただ 1点で交わるときは，すなわち接す

るときである．

　　　　

O

y

xO

y

x3

図のように円と放物線が接するとき，接点におけ

る放物線の法線が円の中心を通る．

放物線 y = x2 上の点 (t; t2)における法線の方

程式は

y = ¡ 1
2t(x¡ t) + t

2

これが円の中心 (3; 0)を通ればよいので，

¡
3
2t +

1
2
+ t2 = 0

2t3 + t¡ 3 = 0

(t¡ 1)(2t2 + 2t+ 3) = 0　　 ∴ t= 1

よって，接点は (1; 1) になるので，円の半径は
C

(3¡ 1)2 + (0¡ 1)2 =
p
5．

したがって，a = 5

�

【14】m，n は共に 2以上の自然数であり，そ

れらの公約数は 1のみである．いま， 20nm お

よび 18m
n がともに整数となる組 (m; n) の

個数を求めよ．

A 20n
m が整数となるmは，mと n が互いに

素なので，mは 20の約数になる．よって，m = 2
より，

m= 2; 4; 5; 10; 20

18m
n が整数となる n は，m と n が互いに素なの

で，n は 18の約数になる．よって，n = 2より，

n = 2; 3; 6; 9; 18

したがって，mと n が互いに素になる組合せは，

m= 2のとき，n = 3; 9

m= 4のとき，n = 3; 9

m= 5のとき，n = 2; 3; 6; 9; 18

m= 10のとき，n = 3; 9

m= 20のとき，n = 3; 9

なので，全部で 13組．
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【15】 n を自然数とする．5n > 650 となる最

小の n を求めよ．ただし，log10 2 = 0:3010，

log10 3 = 0:4771とする．

A 5n > 650 の両辺の常用対数をとると，

n log10 5 > 50 log10 6

n(1¡ log10 2) > 50(log10 2 + log10 3)

n(1¡ 0:3010) > 50(0:3010 + 0:4771)

n > 50£ 0:7781
0:6990 = 55:65Ý

よって，条件を満たす最小の n は，n = 56

�


